
 



目         次 

Ⅰ はじめに 

１ 計画の目的                        ・・・ 1 

２ 地域共生社会の実現に向けて（ＳＤＧｓの目標） 

３ 目指す福祉の姿 

４ 計画の期間 

５ その他の計画との関係  

 ６ 計画の策定体制                       

 

Ⅱ 天草市の状況 

１ 人口の推移                        ・・・ 7 

① 人口の構成 

② 人口の予測 

③ 世帯の構成 

④ 介護保険認定の状況 

⑤ 認知症高齢者の状況 

⑥ 障害者手帳交付の状況 

⑦ 生活保護の状況 

 

Ⅲ 第1期計画の実績と評価・課題 
１ 第１期計画の実績と評価・課題               ・・・15 

  （4つの柱と2つの基盤） 

 

Ⅳ 計画の目標 

 計画１  重層的に連携・協働を深める             ・・・４9 

計画２  多様な実践を増進する 

 計画３  福祉を支える人材（福祉人材）の確保・育成・定着を図る 

 計画４  福祉サービスの質と効率性の向上を図る 

 計画５  福祉組織の基盤を強化する 

計画６  自治体とのパートナーシップを強める 

 計画７  地域共生社会への理解を広げ参加を促進する 

 計画８  災害に備える 

 

Ⅴ 計画の推進項目 
１ 法人経営部門                       ・・・６０ 

２ 地域福祉活動推進部門 

３ 福祉サービス利用援助部門 

４ 生活支援サービス部門 

 

 



Ⅵ 計画の推進と評価 
 １ 計画の推進                        ・・・７８ 

 ２ 計画の周知 

 ３ 計画の進捗管理 

 

Ⅶ 資料 
計画検討委員会 委員名簿                   ・・・８０ 

 天草市社会福祉協議会役員・評議員・評議員選任・解任委員会委員名簿 

 発展強化計画ワーキングチーム・作業部会名簿 

 

 

天草市社会福祉協議会職員の心訓 
 
 
 
 
 
 
 

和顔は穏やかな表情、笑顔のことです。家庭に、あるいは

職場に、明るい笑顔のひとが一人でもいると、まわり全体が

明るくなります。 

 また、自分自身も、笑顔で生きていると気分が明るくなり、

笑うことは健康によいといわれています。 

 愛語は、普通の辞書には載っていない言葉です。お経の中

に説かれたもので、心のこもった、あたたかな言葉という意

味です。 

 天草市社会福祉協議会の職員は、この「和顔愛語」を心訓

として、市民の皆様や利用者の方々に接していくことを目指

しています。 

「和顔」はやさしげな顔つきのこと。 

「愛語」は親愛の気持ちがこもった言葉の意。 


